第３学年　学級活動（２）学習指導案
令和５年１１月８日（水）５校時
場所：３年教室　　　　　　　　
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１　題材名　　「自分の行動への責任」
　　　　　　　　エ　心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成 
２　題材設定の理由
（１）生徒観
（略）
（２）題材観
メディアの多様化、インターネットの普及により情報過多の状況にある現代において、情報を正しく扱うために必要なことについて学ばせなければならない。
心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成をするために、情報に接する際に「情報の偏り」と「情報の信憑性」に気を付けさせる必要があると考える。本時の前半では、生徒もよく利用している「YouＴube」のトップ画面を利用することで、人によって表示される内容が異なる理由について話し合うことを通して、「情報の偏り」について気付かせることができると考える。また、後半ではGIGAワークブックの、「災害時の情報」を利用することで、情報を批判的思考で内容の正否を判断すること、つまり「情報の信憑性」について気付かせることができると考える。
　（３）指導観
指導に当たっては、まず、同じ動画サイトの画面を確認させ、同じサイトであっても、検索履歴のキーワードの違いによって、 表示される内容が違うということを理解させ、メディアが表示する情報が、パーソナライズされ、個人にとって都合のいい内容や、情報に偏りがあることを気付かせたい。
また、SNSについても、情報の偏りや発信者の主観が入った情報を、検閲、精査せず、憶測や噂を事実かのように述べている可能性が高く、情報の受け取り手が「事実」と「発信者の主観」を分けて考え、情報の本質を見抜く必要がある。メディアによるトラブルを未然に防ぐためにも、クリティカルシンキング（物事を批判的に捉え、判断する思考法）を活用し、情報を見極めるポイントを押さえながら、主体的・対話的な学びを深めたい。
３　研究テーマに迫るために
ＳＮＳやインターネットでは、表示される情報がパーソナライズされ、個人にとって都合のいい内容であったり、情報に偏りがあったりすることに気付き、そのことによる利点や問題点を生徒自身に考えさせたい。また、情報の信憑性について何を基準に判断すればよいかを、クリティカルシンキング（物事を批判的に捉え、判断する）という視点で、情報を見極めなければいけないことに気付かせたい。
これらを，実際のアプリのスクリーンショットによる比較やGIGAワークブック等を活用しPPTで視覚的に捉えやすくするとともに、主体的・対話的な学びとなるよう生徒同士で話し合う時間を多めに設定する。
４　本時のねらい
　　インターネットの情報が正しいかどうかを正確に判断するために必要なことは何かを考え、有効活用する際に気を付けることを意思決定することができる。
５　指導過程
	段
階
	学習活動・内容
	時間
形態
	

	
	
	
	
	研究テーマにせまる手だて
	

	
	
	
	○留意点　　◇評価


	つ
か
む
	１ 「同じアプリを開いても、人によって表示
される内容が違うのはなぜか」を話し合う。
２ 課題を把握する。


	５分
全体
	○　インターネットの利用状況によって、端末に表示
される内容が違っていることを示すことによって、
情報提供に対する課題意識を持つようにさせる。

	さ
ぐ
る
	３ ネット上に表示される内容が、人によって違うことの利点と問題点について考える。
①　個人で考えて書く。
②　書いたものをグループ内で共有し、そ
れぞれの意見について話し合う。
③　グループ内で話した内容を発表する。
④　「フィルターバブル」について話を聞
く。（T２）

	15分
個人
班
全体

	○　普段、自分が利用しているときに感じていることをもとに考えを書かせる中で、利用状況によって情報に偏りがあることに気付くようにさせる。
〇　グループ内での話し合いを通して、提供される情
報に偏りがあることで生じる問題点に目を向けさせ
たい。
○　自分が好む情報ばかりが表示されると、便利な反面、視野が狭められてしまう危険性があることについて伝える。

	見
つ
け
る
	４　災害時の情報の収集や情報の扱い方について考える。
1 　災害発生時に発信された情報について内容の信頼性を考える。
2 グループで考えを共有し、話し合う。
③　グループ内で話した内容について発表する。
５　情報の正否をどのように判断すればよい
かについて話し合う。
	20分
個人
班
全体
	○　判断の基準を明らかにしながら、大型台風に関する情報源や発信時刻の違う８つの情報の信頼性を分類することができるようにする。
◇　情報の正否を判断するために必要な点について考えているか。（思考・判断・表現）【発表・観察】
○　グループごとの発表を踏まえて、情報の正否の判断基準について話し合うようにさせる。
〇　正しい情報を得るために必要な判断基準「だいふく」について教師から説明する。
(だ…誰が言ったのか、い…いつ言ったのか、ふく…複数の情報を確かめたか) 

	終
末
	６ これからの生活で気を付けることを考え、意思決定する。
	10分
全体

	○　ネットショッピング等、具体的な状況を想起さ
せることによって、メディア利用時に注意すべき
点について考えられるようにする。
◇　情報の内容を正しく判断するための方法を考えているか。（思考・判断・表現）【観察】


１１月８日（水）学活
メディアリテラシー
その情報、大丈夫？
○　ネット上に表示される内容が人によって違う・・・
　・自分の考え

　・他の人の考え

○　ネットで見つけた品物、買いますか？それはなぜですか？

· ネットを利用するときに気を付けたいこと。

３年　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　


研 究 主 題　　　　社会の課題を主体的に解決する資質・能力の育成


授業研究テーマ　　社会の一員としての自覚と責任をもち、ネット上に氾濫する情報を正しく見極め


る資質・能力の育成





ネット上にある情報を有効活用するにはどうすればよいだろう





教師が話す内容をPPTで示し、イメージしやすいようにする。





〔利点〕





〔利点〕





〔問題点〕





〔問題点〕

















【出典】一般財団法人LINE みらい財団.「情報モラル教育教材『情報防災訓練』」.


    https://line-mirai.org/ja/  (参照2022-2-21）  








